
神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校
創
立
５
０
周
年
記
念
事
業
趣
意
書 

 

昭
和
三
十
八
年(

一
九
六
三
年)

六
甲
工
業
高
等
学
校
を
母
体
と
し
て
六
甲
工
業
高
等
専
門
学
校
が
設
立
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年(

二
〇
一
二

年)

で
創
立
五
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
六
甲
工
業
高
等
学
校
は
原
動
機
械
科
、
精
密
機
械
科
、
電
子
工
業
科
、
工
業
化
学
科
、
建
設
工
業
科
の
四
〇

名
五
ク
ラ
ス
、
一
学
年
二
〇
〇
名
で
し
た
。
六
甲
工
業
高
等
専
門
学
校
は
昭
和
四
十
一
年
神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校
と
改
名
さ
れ
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
設
立
当
初
、
機
械
工
学
科(

二
ク
ラ
ス)

、
電
気
工
学
科(

二
ク
ラ
ス)

、
工
業
化
学
科
、
土
木
工
学
科(

四
学
科
六
ク
ラ
ス
、
一

学
年
二
四
〇
名)

で
し
た
が
、
時
代
の
変
革
に
対
応
し
、
昭
和
六
十
三
年
電
気
工
学
科
一
ク
ラ
ス
の
廃
止
と
電
子
工
学
科
の
設
立
、
平
成
二
年
工

業
化
学
科
を
応
用
化
学
科
へ
改
名
、
機
械
工
学
科
に
コ
ー
ス
制(

設
計
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
、
シ
ス
テ
ム
制
御
コ
ー
ス)

を
導
入
、
平
成
六
年
土
木

工
学
科
を
都
市
工
学
科
へ
改
名
し
ま
し
た
。
平
成
二
年
四
月
神
戸
研
究
学
園
都
市
へ
の
移
転
後
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
乗
り
越
え
た
平
成
一
〇

年
専
攻
科
二
専
攻(
電
気
電
子
工
学
専
攻
・
定
員
八
名
、
応
用
化
学
専
攻
・
定
員
四
名)

を
設
置
し
、
平
成
十
二
年
さ
ら
に
二
専
攻(

機
械
シ
ス
テ

ム
工
学
専
攻
・
定
員
八
名
、
都
市
工
学
専
攻
・
定
員
四
名)

を
設
置
し
ま
し
た
。
本
科
卒
業
生
約
一
万
名
、
専
攻
科
卒
業
生
約
三
〇
〇
名
を
社
会

に
送
り
出
し
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
本
科
四
、
五
年
と
専
攻
科
一
、
二
年
の
工
学
系
複
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
がJ

A
B
EE
(

日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構)

に
認
定
さ
れ
、
平
成
十
九
年K

E
M
S(

神
戸
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム)

を
認
証
取
得
、
平
成
二
十
一
年
機
関
別
認
証
評
価
に
お
い
て
評
価
基

準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
外
に
も
認
め
ら
れ
る
高
専
と
発
展
し
て
き
ま
し
た
。 

 

神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校
同
窓
会
は
昭
和
五
十
二
年
、
前
身
の
六
甲
工
業
高
等
学
校
卒
業
生
と
と
も
に
歩
む
同
窓
会
「
六
神
会
」
と
い

う
名
称
で
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
か
つ
母
校
の
発
展
の
た
め
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、
総
会
等
の
開
催
、
会
員
名
簿

お
よ
び
機
関
誌
の
発
行
な
ど
母
校
の
発
展
の
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
五
年
ご
と
に
会
員
名
簿
の
発
刊
、
年
三
回
のC

o
l
le
ge

の
送
付(

現
在
は
年
一
回
の
六
神
会
だ
よ
り
の
送
付)

を
行
う
と
と
も
に
、
現
役
学
生
に
は
学
園
祭
へ
の
補
助
金
や
、
ロ
ボ
コ
ン
活
動
の
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
年
学
校
移
転
時
に
は
学
生
会
館
三
階
に
六
神
会
会
議
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
平
成
十
四
年
八
月
十
六
日
六

神
会
四
〇
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
西
神
オ
リ
エ
ン
タ
ル
で
行
い
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
四
年
で
５
０
周
年
を
迎
え
る
時
に
当
た
り
、
神
戸
高
専
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
す
る
た
め
に
「
神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校
創

立
５
０
周
年
記
念
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
以
下
の
事
業
を
企
画
し
ま
し
た
。 

 

・
学
生
支
援
に
関
す
る
施
設
・
設
備
の
充
実(

記
念
ホ
ー
ル
の
建
設)

 

・
５
０
周
年
記
念
誌
の
刊
行 

・
５
０
周
年
記
念
式
典
の
開
催(

平
成
二
十
五
年
十
月
十
二
日
予
定)

 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
記
念
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
何
卒
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
て
、
卒
業
生
各
位
は
も
と
よ
り
、
関
係

各
位
の
絶
大
な
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
七
月
吉
日 

神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校
創
立
５
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

会 

長 

神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校 

校
長 

伊
藤 

文
平 

副
会
長 

六
神
会 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

会
長 

菅
野 

孝 
 

 

神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校
創
立
５
０
周
年
記
念
事
業
募
金
活
動
協
力
の
お
願
い 

 

同
窓
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
関
係
各
位
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
十
四
年
で
神
戸
高
専
も
設
立
五
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三
十
六
年
「
我
が
国
経
済
の
高
度
成
長
を
背
景
に
、
産
業
界

か
ら
の
強
い
要
望
に
応
え
る
た
め
、
実
践
的
技
術
者
の
養
成
を
目
指
し
、
中
学
校
卒
業
者
を
入
学
資
格
と
す
る
五
年
制
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
学
校

教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、
工
業
に
関
す
る
高
等
専
門
学
校
を
制
度
化
」
と
い
う
法
律
の
制
定
後
、
昭
和
三
十
八
年
六
甲
工
業
高
等
専
門
学
校
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
五
〇
年
間
、
専
攻
科
の
設
置
、
平
成
十
六
年
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構(

高
専
機
構)

が
発
足
し
、
国
立
五
十
五

高
専
は
一
独
立
行
政
法
人
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
一
年
宮
城
、
富
山
、
香
川
、
熊
本
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
高
専
は
高
度
再
編
化
に
よ
り
仙
台
、

富
山
、
香
川
、
熊
本
高
専
と
な
り
、
平
成
二
十
二
年
四
月
、
機
構
高
専
五
十
一
校(

五
十
五
キ
ャ
ン
パ
ス)

と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
三
十
七
年
に
設
立
さ

れ
た
東
京
都
立
工
業
高
専
と
東
京
都
立
航
空
高
専
は
平
成
十
八
年
統
合
・
再
編
さ
れ
都
立
産
業
技
術
高
専
と
な
り
、
平
成
二
〇
年
公
立
大
学
法
人
首
都

大
学
東
京
の
下
に
法
人
化
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
八
年
に
設
立
さ
れ
た
大
阪
府
立
工
業
高
専
も
平
成
二
十
三
年
公
立
大
学
法
人
大
阪
府
立
大
学
の
下

に
法
人
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
五
〇
年
の
歴
史
の
中
で
神
戸
高
専
は
日
本
で
唯
一
の
公
立
高
専
と
な
り
ま
し
た
。 

公
立
高
専
と
し
て
次
の
五
〇
年
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
こ
の
記
念
事
業
を
是
非
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
記
念
事
業
の
内
容

は
趣
意
書
に
も
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
学
生
支
援
に
関
し
ま
し
て
は
記
念
ホ
ー
ル
の
設
置
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
な
に
と
ぞ
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
記
念
ホ
ー
ル
は
完
成
後
、
神
戸
市
に
寄
贈
し
ま
す
。 

 

募
金
活
動
は
平
成
二
十
四
年
八
月
一
日
よ
り
平
成
二
十
五
年
七
月
末
日
ま
で
実
施
予
定
で
す
。 

 

募
金
使
途
対
象 

・
学
生
支
援
に
関
す
る
施
設
・
設
備
の
充
実(

記
念
ホ
ー
ル
の
建
設)

 

 

神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校
創
立
５
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

会 

長 

神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校 

校
長 

伊
藤 

文
平 

副
会
長 

六
神
会 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

会
長 

菅
野 

孝 
 



                         

伊
藤 

文
平 

 
 

神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校 

校
長 

菅
野 

孝 

 
 

六
神
会 

会
長(

土
木
工
学
科
七
回
生) 

林 
 

秀
彦 

 
 

神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校
事
務
室
長 

 

石
塚 

正
彦 

 
 

一 

般 

科 

教 

授 

石
崎 

繁
利 

 
 

機
械
工
学
科 

教 

授 

大
淵 

真
一 

 
 

応
用
化
学
科 

教 

授 

笠
井 

正
三
郎 

 

電
子
工
学
科 

教 

授 

小
林 

滋 
 
 

 

機
械
工
学
科 

教 

授 

佐
藤 

徹
哉 

 
 

電
気
工
学
科 

准
教
授 

赤
対 

秀
明 

 
 

機
械
工
学
科 

教 

授 

杉 
 

廣
志 

 
 

応
用
化
学
科 

教 

授 

高
科 

豊 
 
 

 

都
市
工
学
科 

准
教
授 

辻
本 

剛
三 

 
 

都
市
工
学
科 

教 

授 

津
吉 

彰 
 
 

 

電
気
工
学
科 

教 

授 

中
尾 

幸
一 

 
 

都
市
工
学
科 

教 

授 

中
川 

一
穂 

 
 

一 

般 

科 

教 

授 

中
辻 

武 
 
 

 

機
械
工
学
科 

教 

授 

橋
本 

渉
一 

 
 

都
市
工
学
科 

教 

授 

橋
本 

好
幸 

 
 

電
子
工
学
科 

教 

授 

前
田 

誠
一
郎 

 

一 

般 

科 

教 

授 

道
平 

雅
一 

 
 

電
気
工
学
科 

教 

授 

森
田 

二
朗 

 
 

電
気
工
学
科 

教 

授 

八
百 

俊
介 

 
 

一 

般 

科 

教 

授 

若
林 

茂 
 
 

 

電
子
工
学
科 

教 

授 

 

尼
子 

邦
之 

 
 

電
気
工
学
科 

名
誉
教
授 

五
辻 

精
一 

 
 

機
械
工
学
科 

名
誉
教
授 

岩
田 

信
洋 

 
 

応
用
化
学
科 

名
誉
教
授 

大
杉 

彰 
 
 

 

応
用
化
学
科 

名
誉
教
授 

尾
崎 

進 
 
 

 

電
子
工
学
科 

名
誉
教
授 

尾
崎 

元
泰 

 
 

機
械
工
学
科 

名
誉
教
授 

岸
本 

三
男 

 
 

一 

般 

科 

名
誉
教
授 

北
村 

洋 
 
 

 

電
気
工
学
科 

名
誉
教
授 

日
下
部 

重
幸 

 

都
市
工
学
科 

名
誉
教
授 

 

                  

嵯
峨 

晃 
 
 
 

都
市
工
学
科 

名
誉
教
授 

新
家 

徹 
 
 
 

都
市
工
学
科 

元
教
授 

菅
原 

一
孔 

 
 

鳥
取
大
学 

 

教 

授 

竹
内 

弘 
 
 
 

電
気
工
学
科 

名
誉
教
授 

田
代 

喜
代
治 

 

機
械
工
学
科 

名
誉
教
授 

長
野 

勝
利 

 
 

電
子
工
学
科 

元
教
授 

原
田 

紘
一
郎 

 

都
市
工
学
科 

元
教
授 

林 
 

昭
博 

 
 

電
子
工
学
科 

名
誉
教
授 

福
田 

敬
子     

一 

般 

科 

名
誉
教
授 

藤
井 

富
朗 

 
 

電
気
工
学
科 

名
誉
教
授 

藤
田 

利
明 

 
 

一 

般 

科 

名
誉
教
授 

古
川 

明  
 
 
 

機
械
工
学
科 

名
誉
教
授 

古
田 

菊
夫 

 
 

一 

般 

科 

名
誉
教
授 

松
田 

忠
重 

 
 

電
気
工
学
科 

名
誉
教
授 

松
本 

久
司 

 
 

応
用
化
学
科 

名
誉
教
授 

松
山 

孝
彦 

 
 

都
市
工
学
科 

元
教
授 

宮
井 

幸
男 

 
 

電
子
工
学
科 

元
教
授  

宮
脇 

満
雄 

 
 

応
用
化
学
科 

名
誉
教
授 

森
本 

義
則 

 
 

機
械
工
学
科 

名
誉
教
授 

由
良 

力 
 
 
 

一 

般 

科 

名
誉
教
授 

吉
永 

元
一 
 
 

電
気
工
学
科 

名
誉
教
授 

 

石
塚 

和
也 

 
 

機
械
工
学
科
九
回
生 

井
上 

昌
弘 

 
 

機
械
工
学
科
十
三
回
生 

上
月 

由
隆 

 
 

機
械
工
学
科
二
十
二
回
生 

上
野 

範
和 

 
 

電
子
工
学
科
一
回
生 

大
上 

学 
 
 
 

機
械
工
学
科
六
回
生 

大
石 

学 
 
 
 

応
用
化
学
科
三
十
二
回
生 

大
野 

佳
秀 

 
 

土
木
工
学
科
一
回
生 

木
本 

恭
平 

 
 

電
子
工
学
科
十
三
回
生 

岡
田 

敏
光 

 
 

工
業
化
学
科
二
回
生 

金
沢 

正
浩 

 
 

工
業
化
学
科
二
十
五
回
生 

 

                  

川
田 

照
義 

 
 

電
気
工
学
科
一
〇
回
生 

金 
 

隆
成 

 
 

機
械
工
学
科
二
十
二
回
生 

小
西 
隆
博 

 
 

工
業
化
学
科
二
十
四
回
生 

酒
井 
勇
次 

 
 

機
械
工
学
科
二
十
二
回
生 

坂
田 

英
樹 

 
 

機
械
工
学
科
二
十
二
回
生 

杉
中 

龍
介 
 

 

電
子
工
学
科
十
八
回
生 

谷
川 

敏
明 

 
 

電
気
工
学
科
一
回
生 

千
原 

康
博 

 
 

機
械
工
学
科
二
十
二
回
生 

寺
本 

昭
好 

 
 

電
気
工
学
科
一
回
生 

塔
筋 

幸
造 

 
 

電
気
工
学
科
八
回
生 

野
田 

佳
久 

 
 

工
業
化
学
科
十
六
回
生 

萩
原 

浩
司 

 
 

土
木
工
学
科
十
五
回
生 

長
谷 

訓
弘 

 
 

機
械
工
学
科
十
一
回
生 

林 
 

結
希
子 

 

応
用
化
学
科
三
十
九
回
生 

藤
崎 

仁
美 

 
 

電
子
工
学
科
四
回
生 

藤
本 

正
彦 

 
 

土
木
工
学
科
十
三
回
生 

松
本 

康
宏 

 
 

電
子
工
学
科
三
回
生 

丸
一 

好
巳 

 
 

機
械
工
学
科
四
回
生 

宮
本 

弘
一 

 
 

土
木
工
学
科
五
回
生 

森
本 

高
明 

 
 

電
気
工
学
科
六
回
生 

安
井 

幸
輝 

 
 

応
用
化
学
科
四
十
四
回
生 

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

神
戸
市
立
工
業
高
等
専
門
学
校
創
立
５
０
周
年
記
念
事
業
発
起
人 

記念ホール完成予想図(一般科棟 1F ピロティ) 

寄
付
概
要 

募
金
目
標
額 

３
千
万
円 

募
金
期
間 

 

平
成
二
四
年
八
月
一
日
～
平
成
二
五
年
七
月
末
日 

寄
付
金
額 

 

一
口 

５
千
円 

(

＊
何
口
で
も
結
構
で
す) 

振
込
方
法 

 

同
封
の
郵
便
振
り
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上 

お
払
い
込
み
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

寄
付
に
対
す
る
免
税
措
置 

 
 

こ
の
寄
付
金
は
、
大
阪
国
税
局
か
ら
平
成
二
四
年
六
月
二
六
日
付
の
大
局
課
二
法(

審
企)

第

五
〇
号
及
び
課
一
個(

審)

第
一
六
号
に
よ
り
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
付
金
に
該
当
す

る
旨
の
確
認
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

国
又
は
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
又
は
法
人
税
法
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
次
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。 

 

一
．
個
人
の
場
合 

 
 
 
 

寄
付
金
が
２
千
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
金
額
が
そ
の
年
の
課
税
所 

得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す(

た
だ
し
、
年
間
総
所
得
金
額
の
四
〇
％
が
限
度)

。
所
轄

税
務
署
で
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
寄
付
金
の
領
収
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
お
申 

し
出
く
だ
さ
い
。 

 

二
．
法
人
の
場
合 

 
 
 
 

寄
付
金
を
拠
出
し
た
事
業
年
度
に
お
い
て
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
全
額
が
損
金 

の
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。 


